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》《豪計簿公開淑
鳩．慧．与ノ儒疑讐紹瀞　繁調駕謝嘉
第160号　宮城県1・Yさん
［同居の家族〕
私61歳（専業主婦）
夫　　68歳（会社経営）
［別居の家族〕
義甲　40歳（会社員・夫と小6の娘）
実娘　38歳（会社経営・独身）
実息子34歳（会社員・独身）
《家計簿内訳・2006年9月分》
＝1度目の結婚に破綻の兆し。
言葉のDV（？）から逃れたい…
（なし）
★収入★
0円
　　　　　★支出★
食費（外食含む）　　　120，000円
交通費（東京往復含む）　70，000円
医療費　　　　　　　30，000円
交際・娯楽費　　　　　30，000円
美容院・被服費　　　　50，000円
雑費　　　　　　　　10，000円
合　計 310，000円
醗薩藻謝
　　　　　　　　　衛
◎最初の結婚は16年で破綻
　14年前に47歳で再婚し、現在61
歳です。前夫とは22歳で結婚して神
奈川に住んでいましたが、38歳のと
きに離婚。経済観念が乏しく、趣味
の車やバイクに湯水のようにお金を
つぎ込む人で、女性関係もあったよう
で数日は連絡もなく家を空け、それ
が耐えられなくなって、当時、中学3
年の娘と小学校5年の息子を連れて
仙台の実家に帰ったのです。実家で
は母が年金で細々と1人暮らしてお
り、金銭的余裕はまったくなかったた
め、すぐにパートでもなんでもよいか
らと仕事を探しました。それまで働
いた経験はありませんでしたが、幸い
にも小さな工務店に就職が決まり、お
給料は安かったのですが、簡単な経
理事務を教えてもらいながら働き始
めたのです。
　離婚後2年たった頃、中学生になっ
た息子が地元の不良グループと付合
い始め、女親の手にはおえなくなった
ので、前夫に引き取ってもらいました。
もともと父親っ子でしたし、前夫もま
た実家に戻って祖父母と同居してい
るため、生活面でも安心してまかせら
れると思ったからです。前夫は8年前
に亡くなり、そのとき私はすでに再婚
していましたが、息子はとうに成人し
て働いておりましたので、心配してお
りません。
　娘の方はしっかりした子で、高校を
卒業後、大手企業の地元支社に就職
できました。女3人世帯の収入も安定
し、やれやれと思った矢先に母が脳
梗塞で倒れましたが、後遺症は軽くて
なんとか身の回りのことはできる程
度には回復。でも、その頃から軽い
ボケが始まって、これからどうなるの
だろう、と落ち込みがちだった頃に、
熱心にプロポーズしてくれる人が現
れたのです。
◎望まれて、母も一緒に再婚
　以前から好意を寄せてくれている
のは感じてはいたのですが、まさかと
思っていたのが本音です。勤め先の
社長で、私が勤め始めて3年後に奥様
と死別し、それから5年を経ての突然
の結婚の申し込みでした。毎日のよ
うに車で送ってくれ、プレゼント攻勢
が続きました。でも、他の社員の手前
があるため会社では居心地が悪く、
年頃の娘に対しても少々きまり悪く、
なにより46歳という更年期の症状も
出始めていた自分の年齢に「いまさら
結婚なんて」ととまどい、また、介護の
必要な母の存在も頭から離れません
でした。
　決め手は、母も一緒に面倒を見る、
と言ってくれたことでした。久々に女
性として見られた嬉しさもありました
し、経済的に楽になるという打算が頭
の隅で働いたことも否定できません。
彼は私のはっきりとした返事を待た
ぬまま、母の介護が楽にできるように
と家の改装も始めていました。彼の
娘は結婚して家を出ていましたし、私
の娘も「自分が独立するきっかけにな
墨・
る」と再婚に賛成してくれ、突然の結
婚申し込みから1年後、47歳と54歳
の新郎新婦となって、72歳の私の母
と3人で新生活を始めました。娘は夫
との養子縁組はせずに、それを機に
近くのアパートで1人暮らしを始めま
した。
◎経済的余裕を手に入れて…
　結婚後は母の介護をしながら、週
に数日、会社に通って引き続き経理を
担当し、役員という名目で、それまで
をはるかに上回るお給料をいただき
始めました。高額のお給料には家族
の食費が含まれている、というのが夫
の考え方。現金で生活費こそ渡され
ませんでしたが、食費のほかの水道
光熱費や新聞代、配達される牛乳代
などまで、すべて夫や会社の半座から
の引き落としでしたし、母の介護費用
は母の年金や貯蓄でまかなえました
ので、自分や娘のために着物をあつ
らえたりする余裕もできました。それ
まで、つましく暮らしてきた反動で、
かなり身の回りのことにお金を使う
ようになりましたが、夫は私が身奇麗
にしているぶんには機嫌がよく、母に
も優しく接してくれ、まずまず平穏な
毎日が続いていました。痴呆が進行
する母が時に悩みの種ではありまし
たが、6年前に他界。時期を同じくし
て、娘は会社を辞めて上京し、今では
長年の夢だったというブティックを臣
等し、女社長となりました。
　娘は忙しいらしくてほとんど帰郷
せず、30歳半ばをとうに過ぎても結
婚していないのが心配ですが、母子
家庭でも曲がらずに育って立派に自
立しており、これ以上何かを望むのは
贅沢かもしれない、と娘へのグチは
呑み込んでいます。
◎義娘が原因で夫が変わった
　そんな生活に3年ほど前から影が
差し始めました。義理の娘が子育て
が一段楽し、夫の会社の社員になっ
たのです。キツイ性格の義娘は社員
ともぶつかることが多く、閤に立って
しんどい思いをすることが増えまし
た。何よりも問題は夫に、私に関す
るあることないことを毎日のように吹
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き込んで、夫がそれを信じたことです。
「いい歳をして会社に出入りする男性に
色目を使う」とか「お父さんの財産を湯
水のように使っている」という類のこと。
だんだん夫の態度も変わってきて、嫌味
を言ったり、家の中で暴言を吐いたりす
ることが増え始めました。
　昨年初め、私が60歳になったのをき
っかけに半ば強制的に会社を辞めさせ
られ、経理は義子が担当することになり、
会社の通帳はもちろん、夫名義の通帳
もすべて義娘に取り上げられて、家のお
金は一切自由にならなくなりました。食
費を含んでいると言われていたお給料
㌧貰えなくなったわけですから、夫に
月々の食費を要求したところ、「これま
で12分に給料を渡してきたのだから貯
えがあるだろう。退職金も今後の食費
がわりに出したんだ」という答え。食事
の支度や家事に少しでも手を抜くと、
「何のために家においてやっていると思
っているんだ」と罵声が飛びます。精神
的に不安定になり、昨年後半から東京
の精神科へ通院をしていることをあげ
つらって「キチガイ」呼ばわりされるこ
とも。なるべく顔を合わさないように
して、食事の支度などをした後はすぐに
2階へ上がり、1階と2階に住み分けして、
ほぼ家庭内別居状態です。
　近くに住む姉に相談すると、「言葉の
DVではないか」と言い、かといって「自
分も息子夫婦と同居の身なので、あな
d’Fを引き取れない」と言います。私とし
ぐは離婚して、実娘と東京で住みたいと
思っていて、カウンセリングを受けに上
京する際に、将来一緒に暮らすなら住ま
いを購入する頭金は出してあげると水
を向けるのですが、グチを聞いたり、弁
護士や病院、カウンセラーを紹介しては
くれても、一緒に住もうとは言ってくれ
ません。今後、すぐには経済的には困
りませんが、貯金を切り崩している状態
で、どうずればよいか、まるで見当がつ
かない状態です。
1
㊧三都
　Y・Mさん38歳
　（会社経営）
子どものような母に
速く大人になりました。
　速く大人にならざるを得なかった、と
いうのが正直なところです。中3のとき、
母に離婚を勧め、荷物をまとめて母の実
家に送ったのは私です。私が11、12歳
の頃から父は家に寄り付かず、帰ってき
たときには母の尋常ではない罵声と泣き
声の響く日々が続くのです。このままで
は母が壊れるという恐怖感から、父母は
別れさせるしかないと決断しました。
　父は、母に言わせると女とお金にだら
しない人ですが、娘から見ると魅力的な
人で、一緒に過ごした時無は楽しい思い
出として残っています。離婚後も連絡を
とっていましたが女性の影はなく、母は
実在しない相手に嫉妬していたのかもし
れません。大人になって父から聞いた話
では、病的なまでにヒステリックな母の
罵声を逃れて、家の近くに駐車した車内
で夜を明かすことも多かったとか。再婚
はせず、8年前に癌で亡くなったのを弟
と病院で看取りました。
　母に親としての役割を期待するのはや
めようと決心したのは17歳のときです。
不登校気味の弟が万引きでつかまったの
をきっかけに、母が「こんな子、いらん。
Mちゃん（私）が、お父さんのところに連
れてって」と離婚届と共に13歳の弟を父
のもとへ送り届けさせたのです。弟は
「捨てられた」と感じたそうで、以来、母
には二度と会おうとしません。父に判を
もらった離婚届を役所で手続きをしたの
も私で、そのときに思春期とは決別し、
母の面倒を見る覚悟を決めました。
　進学をあきらめて就職したのも、早く
お金を稼ぎたい一心から。給料はすべて
母に渡し、月2万円、ボーナス時に5万円
が手渡されるだけで、お洒落も習い事も
あきらめていた青春時代でした。ですか
ら私が24歳のとき、母が経済的に恵まれ
た相手にプロポーズされたときには、も
ろ手を挙げて大賛成。一生、母からは逃
れられないと思っていたのが、青天の霞
麗のように「母から解放される」ことに
なったんです。正直言って、自分の人生
が始まる喜びでいっぱいになりました。
　母の結婚相手とは養子縁組をしません
でしたから、義父ではなく、いわば他人
の関係です。母の再婚後は、一人暮らし
を始めてお給料も全部自分のものにな
り、ある程度の貯金もできた6年前に、
母とは物理的にも距離を置こうと会社を
辞めて上京。アパレル関係の会社に2年
勤めた後、独立してブティックを開き、
ごく小規模ですが自社ブランドも開発し
ています。会社を立ち上げる際、帰省し
て母の夫に挨拶をしたところ、資金調達
に苦労していると話しただけで、「金目当
てで久々に顔を出したのか」と言われた
ことが胸に突き刺さり、以来、こちらか
らは近寄っていません。母と暮らしてく
れているだけでよしと思っています。
　母は、ある意味かわいい女性で、いく
つになってもフェロモンが出ている感じ
がする人で、実際に付合っていたかどう
かは別として、離婚後もいつも男性が回
りにうろうろしていました。少しハーフ
っぽい自分の容姿が母とよく似ているこ
とが嫌で、いまでもわざと男性に嫌われ
るような言動をとったりしがちです。結
婚はしたいと思わず、特に子どもは絶対
に欲しくありません。母と同じような仕
打ちを我が子にしてしまったら、と思う
と怖いのです。弟も似たようなことを言
い、独身です。
　悩みは、ここ数年、母とその夫との関
係が悪くなっていることです。頻繁にグ
チる電話が入り、また伯母からも母をも
てあましてSOSが入るので、時間とお金
の節約のために深夜バスで帰省しては話
を聞いています。でも、母の話は聞くた
びに二転三転し、また伯母と私に話す内
容にも食い違いがあって、そこを少しで
も追及するとヒステリックに泣き喚くの
です。弁護士を紹介しても「Mちゃん、
聞いてきて」と私任せ。地元で精神科に
通うのは外聞が悪いからと、月に何度か
カウンセリングを受けに上京しています
が、その度に「帰りたくない」といわれ、
背筋が凍ります。伯母も「一緒に住んだ
らMちゃんが潰される」と言いますが、
親は親ですから無視して放り出すわけに
も行かず、いまは離婚しないで一日も長
く仙台で暮らしてくれることを祈るばか
りです。
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